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Abstract: NIMBY (“not in my backyard”) 
problems involve a contradiction in which people 
recognize that facilities contribute to the public 
interest, but oppose the construction of such 
facilities near their homes. The construction of 
high-level radioactive waste (HLW) disposal 
facilities is a typical example of a NIMBY issue. 
This study aims to investigate the effects of 
procedural fairness on acceptance of NIMBY 
facilities by using the Elaboration Likelihood 
Model  (ELM).  An onl ine  scenar io-based 
experiment was conducted regarding acceptance 
of HLW disposal facilities versus that of industrial 
waste disposal facilities (N = 373). ANOVA 
results suggested that procedural fairness increases 
acceptance of both nuclear-related and other 
facilities. Furthermore, hierarchical multiple 
regression analyses showed signifi cant interaction 
between perceived risk of NIMBY facilities and 
interest in those facilities. Our results suggest that 








































































































































































































HLW条件 3.41 (0.13) 2.89 (0.14)











結果，交互作用は有意ではなく(F(1, 369) = 0.14, 
n.s., 偏η2= .00)，主効果は手続き的公正のみ有意
であった(施設種別: F(1, 369) = 1.83, n.s., 偏η2= 
.01，手続き的公正: F(1, 369) = 84.72, p < .001, 偏
η2=.19)。Holm法によって条件間の下位検定を行っ
たところ，手続き的公正感はHLW条件(公正あり
条件: M = 3.96, SD = 1.31, 公正なし条件: M = 2.68, 
SD = 1.35)，産廃条件(公正あり条件: M = 4.09, SD 



















































有意であった(F(1, 363) = 24.11, p < .10, 偏η2 = .06, 
Table1)。交互作用は有意ではなかった(F(1, 363) = 
1.13, n.s., 偏η2 = .00)。Holm法によって条件間の下
位検定を行ったところ，手続き的公正あり条件の
方が手続き的公正なし条件より決定結果に対する






















































** p < .001
27高レベル放射性廃棄物処分施設受容における公正感の影響
= －.51, 公正あり条件: M = 3.58, SD = 0.09, 公正な














意であり(R2 = .09, p < .001)，手続き的公正が有意
(β= .24, t(367) = 4.76, p < .01)，施設条件が有意傾
向(β= .10, t(367) = 1.95, p < .10)であった。両条件
ともに正の関連がみられた。施設への知識関心は















が有意であり(ΔR2= .04 , p < .01)，施設のリスク認
知×手続き的公正条件の交互作用項が有意であっ
た(β=.16, t(360) = 3.79, p < . 001, Figure 1)。また，
施設のリスク認知×施設への知識関心の交互作用
項も有意傾向であった(β= －.80, t(360) = －1.79, p 
< .10, Figure 2)。単純傾斜分析の結果，手続き的
公正あり条件・なし条件共に施設のリスク認知の
傾きが有意であり(あり条件: β= －.41, t(355) = －
6.84, p < .001，なし条件: β= －.73, t(355) =－11.73, 
p < . 001)，手続き的公正なし条件の方が傾きが大
きかった。また，施設への知識関心の高群・低群
共に施設のリスク認知の傾きが有意であった(高
群:β=－.66, t(355) =－10.92, p < . 001, 低群:β=－.49, 
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Appendix:本研究で用いられたシナリオ
1. 教示
これから，［高レベル放射性廃棄物処分場／産業
廃棄物最終処分場］建設に関するシナリオを読ん
で，質問に回答していただきます。まず，［高レ
ベル放射性廃棄物処分場／産業廃棄物最終処分
場］建設に関する説明をご覧下さい。
2. 施設に関する説明文
＜HLW条件＞
高レベル放射性廃棄物処分場は，原子力発電所で
使い終わった使用済燃料を再処理し，300mより
深い地下に「地層処分」するための施設です。日
本では，処分施設の建設地はまだ決まっていませ
ん。処分地の選定にあたっては，施設設置に適
地であるかどうかの調査が，三段階で約20年にわ
たって実施されます。
調査対象となった市町村は交付金の適用対象とさ
れています。例えば第一段階では，交付限度額は
単年度で10億円です。
＜産廃条件＞
産業廃棄物最終処分場は，環境汚染を防止しなが
ら，廃棄物を埋立処分する構造物です。設置にあ
たっては，施設を設置しようとする者が都道府県
または市へ申請し，設置の許可を受ける必要があ
ります。
もし産業廃棄物処分場が建設された場合，別の市
町村から出た廃棄物も受け入れることになります
が，県外から廃棄物が持ち込まれる場合，環境保
全協力金の納付を義務付け，適正な処理の促進に
関する施策に要する費用に充てられる予定です。
また，埋立終了後は，跡地をスポーツ施設やレク
リエーション施設建設地として活用することもで
きます。
3. 場面呈示
（手続き的公正あり条件・なし条件共通）
＜HLW条件＞
あなたが住んでいる市町村を，高レベル放射性廃
棄物処分場を建設する候補地のひとつにするた
め，調査をしたいと国から申し入れがありました。
もし候補地として選定された場合，調査が行われ，
その地域が候補地として適正かどうか評価されま
す。調査や選定の過程で，知事及び市町村長の意
見を聞き，いずれかが反対の場合は，次の選定の
段階には進みません。
＜産廃条件＞
あなたが住んでいる市町村を，産業廃棄物最終処
分場を建設する候補地のひとつにするため説明会
をしたいと産廃業者から申し入れがありました。
もし候補地として選定された場合，施設設置に適
地であるかどうか調査をした後，産廃業者が自治
体に処分場設置について許可申請をします。
4. 手続き的公正さの操作
（HLW条件・産廃条件共通）
同じ都道府県内の他の市町村も候補地となる予定
ですが，住民の強い反対運動によって住民説明会
開催を拒否し，受入反対を表明する可能性がある
ため，あなたが住む市町村が新たな候補地として
追加されました。
＜手続き的公正あり条件＞
あなたの住む市町村では，国や都道府県との話し
合いの前に，住民に対する詳しい説明会が数回に
わたって開催される予定です。質疑応答の時間が
十分に設けられており，住民側が意見を述べるこ
ともできます。住民から出された意見も踏まえ，
市町村としての意見が取りまとめられて行く予定
です。
＜手続き的公正なし条件＞
あなたの住む市町村では，国や都道府県との話し
31高レベル放射性廃棄物処分施設受容における公正感の影響
合いの前に，住民に対する詳しい説明会が数回に
わたって開催される予定です。ただ，説明会中に
質疑応答の時間は設けられず，住民側から意見を
述べる機会はありません。今後は有識者を交えた
会議を中心に，市町村としての意見が取りまとめ
られて行く予定です。
5．結果の呈示
あなたの住む市町村では，最終的に，［高レベル
放射性廃棄物処分場／産業廃棄物最終処分場］の
候補地としての調査開始を受入れることとなりま
した。
